JCI　プレストレス技術の有効利用に関する研究委員会(TC-073A)

第4回全体委員会　議事録（案）

1. 日時：2008年12月16日　10:00～13:00

2. 場所：JCI第5会議室

3. 出席者：19名（下線は欠席者）





（敬称略）

西山峰広，中塚佶，井上晋，北山和宏，春日昭夫，日比野誠，岸本一蔵，濱田譲，菅田昌宏，内野英宏，大迫一徳，岡本晴彦，岸田慎司，溝口茂，杉本訓祥，竹崎真一，永元直樹，堤忠彦，柳井修司，田島祐之，谷昌典，丸田誠，深井悟，小室努，増田安彦，上田博之，福井剛，阿波野昌幸，張建東，杉田篤彦，有光政彦，西村一博，大野一昭（JCI事務局）

4. 配布資料：

：議事次第

M-24
：第3回全体委員会議事録（案）　（2008年7月4日）

M-25-1：第5回WG1議事録（案）　（2008年7月25日）

M-25-2：第6回WG1議事録（案）　（2008年11月7日）

M-26-1：第4回WG2議事録（案）　（2008年8月25日）

M-26-2：第5回WG2議事録（案）　（2008年11月4日）

M-27-1：報告書目次案rev.5（西山委員長）

M-27-2：WG1目次（案）および担当者（北山幹事）

M-28
：報告書企画案rev.1（西山委員長）

M-29
：JCI PC 報告書2章，5章目次案（深井委員）

M-30
：担当箇所について（岸本WG1幹事）

5. 議事内容：

(1) 議事次第及び事務連絡

· 報告書の作成及び報告会内容の決定のため，今年度中に全体委員会，WG1，WG2をそれぞれ1回ずつ開催する予定。
(2) 第3回全体委員会議事録（案）（資料M-24），第5回WG1議事録（案）（資料M-25-1），第6回WG1議事録（案）（資料M-25-2），第4回WG2議事録（案）（資料M-26-1）及び第5回WG2議事録（案）（資料M-26-2）について確認を行い，すべて承認された。

(3) 報告書目次案（資料M-27-1，M-27-2）について，西山委員長，北山幹事よりそれぞれ説明があった。
· 資料M-27-2「8. 限界状態と要求性能」（3章8節）が，資料M-27-1「2. 設計法の現状と過去20年間における進歩」（2章）の内容と重複するのではないか？
→資料M-27-2「8.」の内容を資料M-27-1「2.」に移動する。ただし，資料M-27-1「2.」のタイトルについては再検討する必要あり。（限界状態の考え方は，土木では「現状」，建築では「最先端」という認識であるため，そのままではタイトルと内容が合致しない可能性がある）
· 復元力特性については，PC技術協会において耐震性に関する委員会（土木分野）で作成された報告書が参考になるはず。

· WG1及びWG2の「材料」の項目について，内容をどのように割り振るか検討すべき。

· 材料／PC鋼材に関する項目において由利氏の原稿を使用したいため，協力委員として参加して頂く。
· 「4.5 耐久性」の担当に，土木側から有光委員を追加する。

· 「4.9 橋梁における複合構造」の項目を追加する。

(4) 報告書目次案（資料M-29）について，深井委員より説明があった。

· 「2.1.3」として，建築と土木の設計法を比較する項目を追加する。

· 実例には，構造的に特徴のある構造物を取り上げていく予定であるが，必要に応じて，倉庫などのオーソドックスなものも入れてもよい。
· 実例の作成に当たっては技術的な背景を強調して頂きたい。
(5) 報告会内容及びスケジュールについて確認を行った。（資料M-28）
· シンポジウム論文の公募は行わず，「講習会＋委員会報告」の形としたい。

→講習会よりも，2名程度の特別講演とするのはどうか？講演者のリストアップ必要。内容としては，建築と土木の共通課題であるグラウトに関するものなど。
· 内部（委員）30名＋外部100名の130名程度を予定。会場の候補を選定しておく必要がある。
· 10月に入ると大学では授業が始まるため，9月開催が望ましい。
(6) 張委員より「四川地震における構造物の被害状況」と題して，四川地震の概要，建築物の被害，道路の被害，橋梁の被害，斜面崩壊や落石による被害について説明があった。
(7) 今後の活動予定

次回の全体委員会及び各WGの開催については，追って日程調整を行う。
以上　（記録：谷）


